
本院は、業務負担軽減及び処遇の改善に向け、次の項目の検討・取り組みを実施しています。

１　医師の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画

項目 部局

勤務計画上、連続当直を行わない勤務体制の実施

前日の終業時刻と翌日の始業時刻の間の一定期間の休息時間の確保

当直翌日の業務内容に関する配慮

交替勤務制・複数主治医制の実施

育児・介護休業法による措置を活用した「短時間正規雇用医師」の活用

非常勤医師の活用

初診時の予診の実施 事務部、看護部

医師事務作業補助職員の配置

入院の説明の実施

服薬指導、処方修正、処方代行入力 薬剤部

静脈採血等の実施 看護部、診療技術部

検査手順の説明の実施 看護部、地域医療支援センター

退院・転院の支援
看護部、地域医療支援センター
診療技術部

チーム医療による支援(褥瘡対策・呼吸ケア・緩和ケア・栄養サポート・感染防止対策) 看護部、診療技術部

外来機能の明確化及び医療機関間の連携の推進(選定療養費の徴収) 事務部

特定の個人に業務負担が集中しないよう配慮した体制

２　看護師の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画

項目 部局

時間外が発生しないような業務量の調整

12時間夜勤の実施

介護福祉の活用

看護補助者活躍推進の取り組み

夜間看護補助者の配置し夜勤負担を軽減

看護事務の配置

多様な勤務形態の導入(育児時短勤務、育児時間、夜勤免除、介護休暇、介護時間等)

メンタルサポート

看護職員と多職種との業務分担
薬剤部、診療技術部、事務部、
地域医療支援センター

１１時間以上の勤務間隔の確保

夜勤の連続回数の制限

休日の確保

早出・遅出等の柔軟な勤務体制の工夫

看護補助者の夜間配置

みなし看護補助者を除いた看護補助者比率５割以上

ＩＣＴ、ＡＩ、ＩоＴ等の活用による業務負担軽減 事務部

看護部
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地域医療支援センター

事務部

連続当直を行わない勤務、宿日直の勤務の回数が頻繁にわたることがないよう配慮した勤務計画の策定、事務部での確認

看護部

事務部


